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やまなしの伝統工芸を体験しませんか

頑張りますので見に来てくださいね

昨年の展示風景

■
日
時
　
８
月
31
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
※
小
雨
決
行

■
場
所
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

■
内
容

○
伝
統
工
芸
品

共
同
展
示
会

○
伝
統
工
芸
品

製
作
実
演

（
水
晶
彫
刻
・

藍（
あ
い
）染

め
な
ど
）

○
伝
統
工
芸
体

験
コ
ー
ナ
ー

（
て
ん
刻
・
手
す
き
和
紙
の
絵
手
紙
作
り
・

藍
染
め
ハ
ン
カ
チ
作
り
な
ど
）

○
貴
石
画
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表
・
貴
石
ゲ

ー
ム
・
模
擬
店
な
ど

※
当
日
に
限
り
無
料
で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
館

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）６
７
４
１

　
当
日
は
、

子
ど
も
た
ち

が
一
生
懸
命

練
習
し
て
き

た
落
語
を
、

元
気
い
っ
ぱ

い
披
露
し
ま

す
。
ま
た
、

林
家
彦
い
ち

門
下
３
年
目

の
子
ど
も
た
ち
は
、
長
編
落
語
や
英
語
落

語
に
挑
戦
。

　
さ
ら
に
、
彦
い
ち
師
匠
の
爆
笑
落
語
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
24
日（
日
）

　
開
場�

�午
後
１
時
30
分
　
開
演�

�２
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
　
大
　
　
　
人
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
　
　
５
０
０
円

■
問
合
せ
先
（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
）

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
今
年
で
11

回
目
を
迎
え

る
笛
吹
市
出

身
の
戦
没
者

遺
影
展
で
は
、

１
１
０
０
人

以
上
の
方
の

遺
影
や
所
蔵

さ
れ
て
い
る

た
く
さ
ん
の

遺
品
を
展
示
し
て
、戦
没
者
を
し
の
び
ま
す
。

■
日
時

８
月
12
日（
火
）〜
９
月
23
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
開
催
中
の
休
館
日

８
月
18
日（
月
）・
25
日（
月
）、
９
月
１
日

（
月
）・
８
日（
月
）・
16
日（
火
）・
22
日（
月
）

■
入
館
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３（
２
６
）５
１
０
０

・
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

　
こ
の
春
、「
デ
ゴ
イ
チ
」
の
愛
称
で
知
ら
れ

る
蒸
気
機
関
車
の
Ｄ
51
が
、
38
年
ぶ
り
に
期

間
限
定
で
桃
源
郷
に
復
活
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
Ｓ
Ｌ
山
梨
桃
源
郷
号
を
撮
影

し
た
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
蒸
気
機
関
車
へ
の
郷
愁
と
38
年
ぶ
り
の
感

動
を
再
び
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
13
日（
水
）〜
17
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
13
日（
水
）は
正
午
か
ら
展
示

　
17
日（
日
）は
午
後
３
時
ま
で
展
示

■
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催
　
笛
吹
市
文
化
協
会
写
真
部

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

あの感動を再び写真で

春日居町小松地内を流れる笛吹川

笛吹権三郎の墓（春日居町小松��長慶寺境内）

笛吹権三郎の像（石和町松本第二平等川に架かる石和橋）

　
笛
吹
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
笛
吹
川
。

笛
吹
市
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
川
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
春
日
居
町
小

松
地
区
を
舞
台
に
笛
吹
川
と
、
名
前
の
由
来

に
な
っ
た
伝
説
を
紹
介
し
ま
す
。

　
笛
吹
川
の
源
流
は
、
鶏
冠
（
け
い
か
ん
）

山
か
ら
流
れ
出
る
東
沢
と
国
師
ヶ
岳
（
こ

く
し
が
た
け
）
か
ら
流
れ
出
る
西
沢
で
す
。

笛
吹
川
は
、
山
梨
市
、
甲
州
市
、
笛
吹
市

を
通
り
、
鰍
沢
町
北
部
で
釜
無
川
と
合
流

し
て
富
士
川
と
な
り
、
駿
河
湾
に
流
れ
込

み
ま
す
。

　
笛
吹
川
（
と
富
士
川
）
は
甲
府
盆
地
を
流

れ
る
最
大
の
河
川
で
、
大
雨
が
降
る
と
氾
濫

（
は
ん
ら
ん
）
し
、
周
辺
の
人
々
を
悩
ま
せ

て
き
ま
し
た
。
特
に
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

の
大
水
害
で
は
県
下
全
域
に
大
き
な
被
害
が

あ
り
、
笛
吹
川
の
流
路
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
笛
吹
川
は
現
在
の
第
二
平
等
川
（
近
津

用
水
）
の
流
路
を
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
大

水
害
以
降
の
河
川
改
修
に
よ
り
、
現
在
の
流

路
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
笛
吹
川
は
か
っ
て
「
子
酉
（
ね

と
り
）
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
川
が

子
（
北
）
か
ら
酉
（
西
）
の
方
向
に
流
れ
て

い
た
た
め
で
す
。

　
子
酉
川
が
、
後
に
笛
吹
川
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
由
来
は
、
あ
る
伝
説
に
あ

り
ま
す
。

　
昔
、
上
釜
口
（
か
み
か
ま
ぐ
ち
）
村
（
山

梨
市
三
富
）
の
子
酉
川
の
そ
ば
に
、
笛
の
名

手
「
権
三
郎
」
と
年
老
い
た
母
親
が
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

　
天
正
５
年
（
１
５
７
７
）
７
月
の
豪
雨
で

川
が
氾
濫
し
、
権
三
郎
の
家
は
川
に
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
権
三
郎
は
何
と
か
助
か
り

ま
す
が
、
母
親
は
濁
流
に
の
ま
れ
、
行
方
不

明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
権
三
郎
は
母

親
を
捜
す
た
め
、
子
酉
川
を
い
か
だ
で
下
り

ま
す
。
笛
の
音
が
母
親
の
霊
を
呼
び
寄
せ
る

と
考
え
た
権
三
郎
は
、
い
か
だ
の
上
で
笛
を

吹
き
続
け
ま
す
。
し
か
し
母
親
は
見
つ
か
ら

ず
、
疲
れ
き
っ
た
権
三
郎
も
川
の
深
み
に
は

ま
り
、
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
数
日
後
、
小
松
村
（
春
日
居
町
小
松
）
の

淵
で
、
権
三
郎
の
亡
骸
（
な
き
が
ら
）
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
権
三
郎
の
亡
骸
は
、
長
慶
寺
の
円
誉
長
慶

（
え
ん
よ
ち
ょ
う
け
い
）
上
人
に
よ
り
手
厚

く
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
長
慶
寺
に
あ

る
「
笛
吹
権
三
郎
の
墓
」
で
す
。
こ
れ
以
降
、

子
酉
川
は
笛
吹
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
笛
吹
川
と
旧
笛
吹
川
の
周
辺
に
は
、

い
く
つ
か
の
「
笛
吹
権
三
郎
の
像
」
が
建
っ

て
い
ま
す
。
「
笛
吹
権
三
郎
が
笛
を
吹
き
な

が
ら
、
子
酉
川
を
下
り
、
濁
流
に
の
ま
れ
た

母
親
を
捜
し
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
か

ら
で
し
ょ
う
。

　
笛
吹
川
と
い
う
名
に
秘
め
ら
れ
た
悲
し
い

伝
説
は
、
激
流
と
戦
い
な
が
ら
生
き
て
き
た

先
人
の
苦
労
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
「
笛
吹
権
三
郎
の
像
」
を
探

し
な
が
ら
、
笛
吹
川
周
辺
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。


